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「行政ＤＸの推進」に係る資料の提出について 

 

第１．行政ＤＸの推進に係る人材育成の取組について 
 

１．亀山市行政ＤＸ推進計画における位置付け 

 

令和７年２月１４日開催 

総務委員会資料 

政策部 DX 推進室 

 

第 4 章 計画の推進 

 

２節 デジタル人材の育成・確保 

２－１ 人材育成 

 

行政ＤＸを組織的に推進するに当たっては、職員一人ひとりが、変革に積極的に取り組もうという共通認識を持つことと、職員全体の気運の醸成が

大切です。 

また、行政ＤＸを効率的に推進するためには、デジタル技術の特性を理解し、効果的に利活用することができる人材を育成することが必要です。 

本市では、そのような状況を踏まえて、地方公共団体情報システム機構が実施している、ｅ-ラーニングを始めとしたオンライン研修等を積極的に活

用し、職員一人ひとりが、自らＤＸを推進しようとするマインドセットの醸成、デジタルリテラシー及び情報セキュリティ意識の向上を図ります。 

さらに、職員の情報処理技術者試験の受験を勧奨し、行政DX推進の核となる人材を育成します。 

 

【用語解説】 

ｅ-ラーニング ： パソコンやタブレット、スマートフォンを使ってオンラインで学ぶ学習形態のこと。 

情報処理技術者試験 ： 「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済産業省が、情報処理技術者としての 

「知識・技能」が一定以上の水準であることを認定している国家試験。 

 

「亀山市行政ＤＸ推進計画」より抜粋 
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２．令和６年度研修内容（令和７年１月末時点） 

 

 

（１）市が開催した研修 

   

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

新規採用職員研修 

■職員として様々なデータや情報を扱うにあたり最低限知ってお

くべき情報セキュリティや、「亀山市電子行政情報セキュリティポリ

シー」に基づいて情報セキュリティ対策に関する根本的な考え方等

について。 

新規採用職員 18 

ＤＸ人材育成研修 

■デジタル技術の特性を理解し、効果的に利活用することができ

るデジタル人材を育成するほか、亀山市電子行政情報セキュリティ

ポリシーの内容を理解し、増加するセキュリティリスクに対応でき

る人材を育成するため、IT パスポート試験(※)のシラバスを活用し

てデジタル技術や情報セキュリティに関する基礎を学ぶ。 

 

① 「コンピュータシステム」「基礎理論」の各分野より基礎を学ぶ 

② 「技術要素」の分野より基礎を学ぶ 

希望職員 
① 10 

②  7 

グループウェア操作研修 
■グループウェアの基本的な操作・使い方について動画で学習す

る。 
希望職員 8 

例規集等管理システム研修 
■例規検索システム、法令改廃情報提供システム及び政策法務支

援システムの活用方法について。 
各グループ担当者 69 

※ IT パスポート試験 ： 情報処理技術者試験の一試験区分であり、「情報処理の促進に関する法律」に基づく国家試験 
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（２） 国、県、その他機関等が開催した研修 

 

①総務省自治行政局 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

令和６年度 

社会保障・税番号制度 

担当者説明会 

■マイナンバーカードについて 

■マイナンバー制度の現状と情報連携等について 

■マイナンバーカード・マイナポータルの利活用について 

■特急レーン専用のオンライン申請受付システム について 

■自治体中間サーバーに係る地方公共団体の対応等について 

■特定個人情報の適正な取扱い等について 

■社会保障分野におけるマイナンバー制度の活用 について 

社会保障・税番号制度 

担当職員 
6 

ｅラーニングによる 

情報連携に向けた研修 

■情報連携を円滑かつ適切に実施するために、各接続機関等の職

員が、マイナンバー制度・情報提供ネットワークシステム・情報セキ

ュリティ等について十分に理解しておくことが必要であるため、情

報連携に関する一般知識の習得並びにセキュリティ水準の維持向

上等を目的として実施する。 

 

① マイナンバー制度 入門編 

② 接続運用規程 理解編 

③ 情報連携・業務フロー編 

④ 自治体中間サーバー接続端末操作マニュアル編 

⑤ 異常発生時対応編 

⑥ セキュリティ対策端末操作者編 

⑦ セキュリティ対策システム管理者編 

社会保障・税番号制度 

担当職員 

 

① 6 

② 2 

③ 2 

④ 2 

⑤ 5 

⑥ 4 

⑦ 3 
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②個⼈情報保護委員会事務局 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

改正特定個人情報保護評価 

指針に関する担当者説明会 

■特定個人情報保護評価指針等の改正内容 

■基幹業務システムの統一・標準化への対応 

特定個人情報保護評価 

担当職員 
9 

 

 

③国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ） ナショナルサイバートレーニングセンター 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

CYDER集合演習Aコース 

（初級） 

■実践的サイバー防御演習 

インシデント発生～解決までの一通りのセキュリティインシデント

対応手順を、1手順ずつステップ・バイ・ステップで学ぶ 

ＤＸ推進室員 

（情報システム担当の経験２年以内

相当の知識を有する者） 

1 

CYDER集合演習B-1 コース 

（中級）（地方公共団体対象） 

■最大４人のグループで検知から事後対応までの手順・対応を学

び、マルウェア感染や情報漏洩等のインシデント対応において求め

られる分析・判断・報告等に必要なスキルを身に着ける 

ＤＸ推進室員 

（情報システム担当の経験２年以上

相当の知識を有する者） 

1 

プレ CYDER 

（前期・後期） 

■個人向け独習型の演習内容で、サイバー攻撃を受けた際のインシ

デント対応について、基礎の基礎から学べるオンライン演習 

前期 「２０２３年度版」 

後期 「たったひとつの冴えないパスワード編」 

ＤＸ推進室員 

（全ての情報システム担当者等：新

任者の着任後教育、また新任者以

外の知識最新化) 

前期 ： 1 

後期 ： 1 

 

 

④地方公共団体情報システム機構（Ｊ－ＬＩＳ） 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

教育研修 

（動画研修） 

■AI 研修（最新の動向等）〈デジタル庁提供〉 

 デジタルのコアテクノロジーであるＡＩの基礎とテクノロジー活用

について、実務的な情報を踏まえ、最新のＡＩに関する動向等につい

て理解を深める。 

希望職員 2 
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■自治体のＤＸ、はじめの一歩を現場から （「ノーコード」活用のス

スメ） 

 ノーコードの市場動向や仕組みについて理解を深め、実際のアプ

リ作成のデモンストレーションを視聴することで、現場主導のDXの

推進に必要となる知識を修得する。 

希望職員 1 

■データ利活用入門セミナー 

 これからの地方公共団体の政策を検討する上で課題解決のため

に必要なデータ利活用の意義や必要性を知るとともに、保有してい

るデータを有効に活用し、行政サービスの向上や政策の立案に役立

てるための知識を修得する。 

希望職員 1 

■ネットワークセミナー 

 情報システムの構築・運用にあたり必要なネットワークの基礎知識

を修得するとともに、ネットワークを運用・再構築する際に必要とな

る応用知識を理解し、その知識を活用し、インシデント発生時に自発

的な問題解決に向け行動、判断できる能力を修得する。 

希望職員 1 

■ＩＣＴの基礎セミナー 

 ＩＣＴリテラシーを組織全体で向上させるため、地方公共団体の一

般職員が知っておくべきＩＣＴの基礎について学び、理解を深める。 

希望職員 1 

■情報セキュリティ対策セミナー 

 「地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイド

ライン」の改定をはじめとする、国、自治体の情報セキュリティの動

向を理解し、最近の情報セキュリティの動向を知ることにより、情報

システム部門において情報セキュリティ対策に必要な基本的な知識

を修得する。 

希望職員 1 

教育研修 

（リモートラーニングによるデ

ジタル人材育成のための基礎

研修） 

■デジタルリテラシー（ＩＴパスポート対応）コース 

ＩＴを正しく理解し、情報システムを利用する地方公共団体職員と

して身につけておくべき、情報機器及びシステムの把握や、担当業

務の遂行及びシステム化を推進するために必要なＩＴに関する基礎

知識について学習する。 

希望職員 3 
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■情報セキュリティコース 

基本的・実践的な情報セキュリティを学び意識を高めるととも

に、地方公共団体の職員として知っておくべき、情報セキュリティ対

策の意味と内容について学習する。 

希望職員 3 

■個人情報保護コース 

個人情報を適正に取り扱い、かつトラブルを未然に防ぐために、

職員全員が知っておくべき個人情報保護法に関する基礎知識と、個

人情報の取扱い方法や職場で行う具体的な対策について学習す

る。 

希望職員 3 

 

 

⑤三重県 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

データ活用実証実験 

（課題テーマ募集に係る職員説

明会） 

■データ活用基盤の実証実験の課題テーマの募集にあたり、データ

活用やデータ活用基盤を用いてどのようなことができるか、身近

な課題や事例をもとに紹介する。 

データ活用に興味のある

職員 

（※県職員向けの説明会だが、市

町の職員も参加可） 

1 

 

 

⑥三重県市町村振興協会 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

新任担当者向け番号制度 

研修会 

■事務取扱担当者が組織内において特定個人情報等が番号制度と

安全管理措置について理解を深めるとともに、個人番号取扱事務

の留意点について理解する。 

新規採用された職員や人

事異動に伴い、新たに個

人番号利用事務・関係事務

担当者に就任した職員 

5 

自治体システム標準化概要 

（新任者向け）研修会 

■自治体の主要な２０業務を対象に、標準仕様書に準拠して開発し

たシステムを各自治体が利用することに向け、標準準拠システムへ

の移行計画の策定や各業務システムの標準仕様書と現行業務の分

析などを進めるために必要な自治体の情報システム標準化の概要

を理解する。 

希望職員 11 
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情報セキュリティポリシー改定

（概要）研修会 

■国の令和６年３月２５日発行の情報セキュリティポリシー改定（概

要）から改定内容を理解し、新旧比較による各自治体における情報

セキュリティポリシーの改定方法の一例を学ぶ。 

希望職員 1 

法定安全管理措置 

（担当者向け）研修 

■県内市町職員全体の番号制度に対する理解及び業務担当者の安

全管理措置に対する意識の向上を図る。 
希望職員 3 

法定安全管理措置 

（保護責任者向け）研修 

■県内市町職員全体の番号制度に対する理解及び保護責任者の安

全管理措置に対する意識の向上を図る。 
希望職員 1 

ワークショップ 「生成ＡＩの状

況と体験（ChatGPT体験）」 

■生成ＡＩについて、種類と機能を理解し、他自治体の導入事例を参

考に、自分たちの業務にどのように活用することができるのか、を

検討できるよう理解を深める。 

また、生成ＡＩの概要と他自治体の導入事例を確認し、生成ＡＩ

（ChatGPT）を業務にどのように取り入れることができるのかを

体験する。 

希望職員 3 

政策研修（生成ＡＩ研修） 

■自治体業務において ChatGPT などの生成ＡＩの活用が検討さ

れ、庁内業務の効率化や行政サービスのさらなる向上を目指して、

いくつかの自治体ではガイドラインを作成し、自治体現場での活用

を進めている。この研修では座学を中心に、文章系生成ＡＩの基礎を

習得し、他自治体での事例を学ぶことで、庁内業務や住民サービス

の向上に貢献するスキルを学ぶ。 

希望職員 6 

ランサムウェア対策研修会 

■ランサムウェアの脅威の最新情報を認識し、感染の防御にとどま

らない、感染することも想定したサイバーセキュリティのサイクルに

おけるランサムウェア対策の検討手法を理解する。 

希望職員 1 

標的型攻撃メール訓練 

■標的型攻撃メール説明会兼サイバーセキュリティ研修会 システム担当者 1 

■標的型攻撃メール訓練 （対象メールアカウント 180） 
外部メールを利用してい

る職員 
― 

■結果報告会兼サイバーセキュリティ（管理者向け）研修会 管理者等 1 
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（３） 民間事業者が開催した研修 

 

①日本電子計算株式会社 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

クラウドサービス障害対応訓練 
■クラウドサービスで障害が発生した際の迅速な市への連絡と復旧

に備えた障害対応訓練 
システム担当者 1 

標準化対応説明会 

■国の自治体システム標準化とは 

■対応スケジュール 

■データ連携 

■標準化後アウトソーシング対応と用紙について 

ワーキンググループ（標準

化ワーキング）メンバー 
16 

⾃治体システム標準化後のプリ

ントアウトソーシング説明会 

■⾃治体システム標準化後のプリントアウトソーシングについて 

■仕様確定について 

電算部⾨担当者 

プリントアウトソーシング

サービス利⽤部署の 

担当者 

5 

RPA操作研修① ■ＲＰＡソフトの基本的な操作 ＤＸ推進室ＲＰＡ担当者 2 

RPA操作研修② ■亀山市で現在使用中のシナリオについて ＤＸ推進室ＲＰＡ担当者 2 

RPA操作研修③ ■ＲＰＡとは（基本的な操作） 希望職員 9 

RPA操作研修④ ■ＲＰＡシナリオ作成実務研修 希望職員 3 

 

 

②株式会社トラストバンク 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

電子申請フォーム等作成ツール

操作研修 

■他自治体の活用事例紹介 

■フォーム作成 

■電子認証 

希望職員 19 
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電子申請フォーム等作成ツール

合同研修会【基本編】 

■製品説明、操作デモ、事例紹介 

（フォーム作成がほぼ初めての方） 
希望職員 9 

電子申請フォーム等作成ツール

合同研修会【予約編】 

■予約機能の説明、操作デモ、事例紹介 

（枠数設定を行う申請フォームの作成および予約機能の基本を習得

したい方） 

希望職員 4 

電子申請フォーム等作成ツール

合同研修会【デジタル窓口編】 

■デジタル窓口オプションの説明、操作デモ、事例紹介 

（補正依頼や電子文書発行などデジタル窓口機能の基本を習得した

い方） 

希望職員 1 

 

 

③株式会社アドバンスト・メディア 

研修名 研修内容 ・ 目的等 対象者 受講人数 

ＡＩ議事録作成支援システムの

基本的な使い方 

■基本的な使い方 

■認識精度を上げるコツ 

■ＡＩ要約機能について 

希望職員 15 

 

 

（４） 研修受講者数(延べ人数) 

 

Ｒ4年度 R5年度 
R6年度 

（令和７年１月末まで） 

159 219 291 
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第２．デジタル田園都市国家構想交付金について（新名称：新しい地方経済・生活環境創生交付金） 

 

１．新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）制度概要 

 

 

１0 ページから 17 ページに掲載している

資料の出典について 

 

 【 地方創生サイト 】 
 

「別添 1 新しい地方経済・生活環境創生交付

金 デジタル実装型TYPE1/V/S制度概要 令和

6年 12月 23日」 

 

https://www.chisou.go.jp/sousei/ab

out/mirai/pdf/shinchisoukouhukin_20

24type1vs_gaiyou.pdf 
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２．デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装型）事例集 

 

■ 交付対象事業の概要 分野・都道府県別（令和４年度第2次補正予算） 

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/gaiyou/index.html 

 

 

■ 交付対象事業の概要 分野・都道府県別（令和５年度補正予算）（一次募集） 

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/r5hoseigaiyou/index.html 

 

 

■ 交付対象事業の概要 分野・都道府県別（令和５年度補正予算）（二次募集） 

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/r5hosei2gaiyou/index.html 

 

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/gaiyou/index.html
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/r5hoseigaiyou/index.html
https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/r5hosei2gaiyou/index.html

